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1.はじめに

国際交流基金のフェローシップ事業は､基金設立以来､海外との人材育成と次代の交流

の担い手育成において多くの実演を築き､その対象層も初期の文化人 ･日本研究者を中心

とするものから､政策形成関係者やNPO関係者等を含む幅広い層に拡大してきたB今後

も従来以上に効果的なフェローノッブ･プログラムを供給し､応募者の二-ズに応えてい

くためには､国内 ･海外においてどのようなプログラムが存在するのかについて､比較研

究を行う必要がある｡

しかしながらフェローソップに関しては､どの位の教のプロ?'ラムが存在し､どれ程の

金額が給付されているのかという正確なデータを国の内外の全ての機関において把握する

ことは､非常に困難な作業である｡また､それぞれのプログラムが毎年定期的に助成金を

給付しているか否かを調査することは､さらに困難を極める. しかるに､個々の応募者が

それぞれの意にかなったプログラムを独自で探し求めるとすれば､それは余りに時間を要

する作業となるo しかも応券者にとって最も必要とするのは最新の情報であるにもかかわ

らず､各プログラムの募集要項の配布時期､募集期間はそれぞれ異なるため､鴬に般新の

情報を応募者側で把握し続けることは極めて困難である｡以上の点を考慮すると､今回､

国際交流基金が自らのネットワークを利用し､海外の駐在事務所の協力を得て8本と10カ

国 (米国､カナダ､ブラジル､中国､韓国､タイ､フランス､英国､ ドイツ､エジプト)

におけるフェロ-シップ･プログラムの本数､目的､活動内容､中桁資格､採用件数とそ

の人数等にわたり広範囲な調査を行ったことは意義があるC中でも今回調査の対象は主要

なものに限定し､対象者眉を以下の5分野に絞ったことで､各国の招聡 ･派遣の両面にお

けるプログラム比較が可能となった｡

1 研究者 (大学および研究機関に所属する者｡大学の場合は.大学院博士後期課程

以上)

2.芸術家 (作家､音楽家､画家､彫刻家､舞台演出家等)

3 文化関係専門家 (脚本家､学芸員､文化財専門家等)

4 実務家 (政府機関スタッフ､NGOINPO関係スタッフ､法律専門家等)

5 ジャーナリス ト

Kalas(1987)は､多数の研究助成金を給付するプログラムを比較し評価する際､如何

なる基準を持って評価するかにより結果が異7'j:ってくると指摘するoつまり比較的非公開

で行われる組織内の評佃lにとどめる場合､ひとつのプログラムに対する評価を外部の相談

者に求める場合､さらにはサンプルを無作為に抽出し､全体的な評価を行う場合等様々な

評価法が考えられるO今回は､一般的に ｢フェロ-シップ｣と呼ばれている海外での研究

を可能とする期間 1ヵ月以上の個人に対する研究奨学金プログラムに限定し､在外の基金

事務所で集約されたデ-クをもとに､El本の主要なフェロ-シップ.プログラムと海外の

プログラムを比較分析することにより､今後のプログラムのあり方を模索するという趣旨

で調査を開始した｡

集約されたデータシ- トによる各国の比較分析を行う前に､我々の調査の参考とするた

めに､この分野における過去の研究 (文献)をレビューした｡その5.号果､フェローシップ.

プログラムに応碁する者､つまり応募者の見地に立つことでどのような事実が浮き彫りに
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なるかが重要であると考えた｡多数存在するプログラムの中で､応#者からみて最適なプ

ログラムを探 し求める際に考慮すべき基準に関しては､米国のケ-スとして､Margolln

(1983)がThelndlVlduel■sGuldetoGrantsの中で以下のように述べている｡

先ずフェローシップの最近の傾向とプログラムにおける活動条件の束縛性 ･自由性があ

げられる｡つまり応募者にとって､プログラムを利用することでどの程度自由な研究活動

を行うことか出来､将来を見据えた上で意義のある研究成果が碍 られるかどうかという点

である｡次に､採用される確率はどの程度見込まれるのかという点である｡これについて

は､プログラムの過去における受給者たちの情報などが教になり､応募者の立場からは､

採用率や前年に採用された応募者が再度申請できるか杏かも気に留めるべき要件となるO

さらに､誰の判断によって採用が決定されるのか､またどのようなプロセスを経て､申請

者 ･申請苔類が審査されるのか､その宰査項目･期間なども情報として入手したい事項と

なるo しかもフェローノッブ支給機関の設立形態や趣旨等の差異に従い､申譜の際の文体

(スタイル)なども変わってくる｡

このような中頃が応募者にとって重要な情報であるとするならは､当然のこととして､

フェローシップ支給機関の募集要項において､どの程度採用に朗する情報が公開されてい

るかが重要なポイントとなるのは明らかである｡

それでは､フェローシップ支給機関間にどの程度プログラムや道営方法の差異が存在す

るのであろうか｡Margollnによれば､設立形態により次の3つのカテゴリ-に分類され､

それぞれに特色があるという｡

(1)政府関係機関 (地方自治体や政府系外郭同体も含む)

プログラムの募集に関する情報が最新であるかどうかが鍵となるO経済状況の変化

に伴い､実際の採用状喝､給付額や内部事情 (審査基準等)が異なってくる串が想定

されるoまた､政府系外郭EfI体のプログラムは政府から資金が提供されていることか

ら､社会のニーズに合わせてプログラムが組まれることが多いO政府関係機関のプロ

グラムをみると､研究支援そのものより､ ミッション (派遣)を目的としたものか多

く､後に他の研究者が実施可能なモデルケ-スとしての研究成果を求める傾向がある｡

(2)財印等

民間公益E]体や非営利団体などが運営しているプログラムは､団体の理事や主宰に

よって運営がなされている｡またプログラムの樺類も多岐にわたり､社会､教育､慈

善耳【業等における活動の支援 ･擁頚を目的に設立されているものも多い｡つまり公共

性の高い研究成果を求めているとも言える｡財団の中には外部の企業から派遣 ･委任

された構成員とともに委員会を組織しているところもある｡その他の特色としては一

般的に競争率が非JH.に高く､採用されるのは毎年6-7%に留まっているというデー

タもある｡また､財田独自のfundlngStyle/pollCyがあり､教育関連のプログラムか

半数以上を占めている｡各財団の委員会および理事会を梢成 Llているスタッフや応募

者の審査に関わるメンバーに､専門家がどの程度関わっているかでその財団の特色が

決定される.

(3)企業団体

企業団体がフェロ-シップを支給する際､当然のことながら企業の利益に繋がる研

究に投柴する傾向があることは否定できないo米国において､企業は純収益の5-10

%を公益寄付金控除の対象としているが､現実には 1%ほどの金額に留まっている｡

しかしながら､財団等が支給する助成金に比べて､近年伸び率が高まってきているの
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も事実である｡但 し､問題点としては採用されるケ-スが従業員や元従業且､その家

族という非常に限られたプログラムが多く､例え広く公募を行っていたとしても募集

要項等の情報を得るのは困難であることが挙げられる｡

このように､フェローシップも支給機関の性格によって差異が認められることがわかっ

た｡各プログラムを比較する際もこういった遅いを念頭に厭く必要があるQ

(参考資料)

Margolln.JudithB (1983),TheIndwLdual'sGuidetoGraTltS.NewYor･kPlenum

Press

Kalas,John(1987),TheGraTuSystem,NewYorkStateUnlVerSltyOfNewYork
Press

Mcllnay,DennlSP (1991)FoundationsandHLgherEducationDollars,Donors,

andScholars,NewYork GeorgeKunanBooks

今回の調査では､各国の主要なフェローシップ･プログラムのデ-タが集められた｡た

だし､集約されたデータは情報として公開されているものに限定された｡

1)プログラム名称

2)実施 ･運営機関名

3)プログラム趣旨

4)対象者眉

5)申請資格

･国 籍

･対象者年齢層 ･キャリア

･学 位

･外国語運用能力

･その他

6)対象分野

7)対象課題

8)給付期間

9)給付経費

10)義務的業務

ll)実施場所の指定

12)プログラム年間予弁額

13)プログラム年間採用人数

調査の結果､プログラムによっては殆ど全ての事項が情報公開されているものもあれば､

採用人数をはじめ ｢不明｣という回答が多いプログラムも数多く見受けられた｡特にプロ

グラム年間予芳観と年間採用人数に関しては､情報公開を行っている機関が少なく､公開

を行っている機関であっても日本人の採用者に関するデータを区別して公表しているもの

はほとんどない状態であったOまた､比較の対象となるプログラム総数 (サンプル数)も､

統計的処理をするには必ずしも十分であるとは言えなかった｡そこで､次の3点に絞って

全体的な傾向の把握を試みたO



●申詣栄枯か ら見るプログラム比較 米lx】､フランス､カナダ､El本のプログラムを網

羅 し､招耶)･派過の向血における申.rHYt柏の分析を行い､併せて､4カ国における招

叩 ･派道のプログラム本数比較から見る トレント分析を試みる｡

●趣胃から出るプログラム比較 フェローノノブの対象者鵬を各プログラムの趣吊とみ

なし､10ヵ国における招耽 ･派過プログラムの対象者朋別条'i数を比較することにより､

トレノド分析を行う｡

●2凶問 (H本と特近国間)のバイラテラル比較 EJ本とあるul=]の 2円間において､招

nI･派jtlの痢IdHから､fLIfJJl]を対象としたプログラムの本数､採用人数等を比較する

ことにより､知約 ･人的交流におけるEl本と各岡の関係 (外交政策上の位鮭づけ)に

ついて比較分析を試みる0

2 申請資格から見るプログラム比較 (米国､フランス､カナダ､日本におけるフェロー

シップ ･プ1jグラム申請資格の比較分析)

‖)招将プログラム (米rT;] 14本､フランス 11本､カナダ 8本､Fl本 20本)

イ EJi1指 申誠iTf格として特進の[7;]舵をヲr:めているかわかを比較



米凶の招碑プログラム14本を見ると､国籍について ｢不問｣あるいは ｢記叔なし｣とい

うものか6本あり､'Jl実上El本人が中綿できるプログラムは10本存在した｡フランスの招

聴プログラム11本では､国籍について ｢不問｣あるいは ｢記載なし｣というものが9本あっ

た｡日本人が申請できるプログラムは10本存在した｡但し日本だけを対象とするものは2
本であった｡カナダにおいては､8本中3本が国籍を ｢不問｣としており､半数近くのプ

ログラムにおいて日本人も申;-'i対象者に含まれていることがわかった (｢その他複数国出

身者｣を招聴するプログラムを含む)｡日本では､北米､英国をはじめ､Iuソ連､塊欧諸

lijや斡bilなど特定のEi'lや地域を指定しているものが20本中9本あったか､｢El本と国交が

ある国｣など特定の国籍を要求していないものも11本あった｡申nlI'偵 格としての国籍に関

して､フランス(8/ll)は ｢不問｣としている割合が､米国(6/14)､カナダ(3/8)､El本の

プログラム(1/20)と比較してII.盲く､国籍に関係なくフェローを招聴している傾向が強い

ことがわかった｡



対象分野 申請資格としてどのような対象分野を特定しているかを比戟

3国における招聴プログラムの対象分野を比較してみると､カナダは学術研究のプログ

ラムかその大半を占めていたが､米国では行政機関職員向けから芸術まで広範囲のプログ

ラムが用意されていた｡フランスでは対象分野を ｢不問｣とするプログラムが11本中5本

あり､分野を特定せずに広くフェローを招幣しているプログラムの割合か高かった｡日本

では､｢日本文化 ･日本語研究｣､｢アジア関係｣という地域性に関わる分野を指定したも

のもあるが､｢人文 ･社会科学及び自然科学｣､｢人文 .社会科学｣のようtj:広鞄EEElに学術

研究を対象とするプログラムが約半数を占めた｡ただ､｢芸術 ･建築｣の割合も高く､金
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体としては分野的にバランスの取れたプログラム本数といえる｡

- 外国語遡用能力 申請賢格として招聯する国の言語能力を求めているか否かを比較

カナダとEl本では4分の3(それぞれ6/8と15/20)､米国では半数 (7/14)のプログラムが外

tel語 (英語)運用能力を求めているのに対し､フランスでは11本中 3本しか仏語適用能力を求

めていなかった｡これはフランスでも高学歴者を中心に英語を使える人が多くなり､招聴側であえて

仏語を要求する必要がなくなってきているためではないかと推測できる｡



(2I派述プログラム (米国 28本､フランス 15本､カナダ 11本､El本 20本)

イ キャリ7 申請Yi格としてどのような対象省 くキャリア)特定しているかを比較

(個々のプログラムでは年齢やキャリア年数1J:とを要求しているものもあるが､

ここでは一般的な億美名Elを属性とした)

キャリア

公 群 AttJm RJIN P Oクリエイチ√7-粥tI( ■事 暮事 士f7; I-}▼-Tリスト中.AJU
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- 臣 コ

カナダでは ｢不問｣あるいは ｢当該分野で専門家として盟誠されていること｣と対象者

(キャリア)の枠組みを特定せずに派退フェローを#っているが､米国､フランス､El本

においては､対象者 (キャリア)を特定したプログラムがほとんどであることが分かったO

米国は､ジャ-ナリスト､実務者から学膚まで対象-& (キャリア)の多様性が際立ってい

た｡特に学生 (大学院生)を対象としたものが多いのか特徴的であった｡一方､日本では

｢学者｣の割合(14/20)が他の閏に比べてきわめて高く､学生を対象としたものがなかっ

た｡この学生対象プログラム数の日米の違いは､大学院生をすでに研究者の-部 (駆け出

しの研究者)とみなす米E司と大学院生を研究者とみlj:きない (あくまで学生)日本の学術

文化の迷いを反映しているといえる｡
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外国語逆用能力 申,-mfi格として何らかの外国訂.L逆用能力を襲来しているか-fTか

を比暇

3力(-t'Iの派退プログラムを見ると､フランス､カナダにおいては ｢不Hq｣が大半 (それ

ぞれ9/15と11/ll)を占めていた.それに対して米田と日本の似合は､明稲に外Elil語運用

能力を求めているプログラムの割合が前かった (それぞれ7/28と15/20)｡但し､ill_体的

な外国語運用能力の条件に関しては､プログラムが談している朽動内容とFJ的により列なっ

ていたQ例えば､NIChlbelPathflndlngOppol･tunltyPrograrrlなどは教育 ･社会捕印

の分野でNPO職ilなどに活動機会を与えているが､そのためにEl本譜が必要であること

を申請条件としている｡またFulbrlghtScholarProgram.JapanGrantforUSGrad-

uateSemorsなども人等レベルでU本譜を2年間以上学んだ省､またはそれと同等の口本

:7nL能力を有する名と非常にi,i_体的fj:実例を中節条件に組み入れている｡
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ハ 対象分野 申請n-格としてどのような対象分野を特定 しているかを比較

-21-



フラノスでは､複数の分野にまたがっているものや ｢不問｣のプログラムが大半をli.め､

米国も同様のものが半数近 くであった｡ただし､米岡の場合､他の半数は実務者から学術

関係まで多様な分野を対象とするプログラムが存在 した｡カナダは学術分野と芸術 ･建築

分野がほぼ半数ずつであった.日本では､人文 ･社会科学を対象とするプログラムが半数

近 くを占めていたが､行政機関峨Il､ジャーナリス ト向けのプログラムもあり､米国に次

いで対象分野の多様件が認められた｡

(3)招耽 ･旅.芯のプログラム本数比較から止る分析

招塀 ･派遇のプログラム本数を比較すると､3ゎ岡(米幽 114 28､フランスー-1ユ 15､

カナダー8 11)とも柏崎プログラムより派避プログラムのほうが多かった.これに対 し

日本のプログラムは全体としてはtn7数 (20 20)であったが､間際交流濃金を除けば7L'tJ

以 lが招朽プログラムであった｡

米r榔まプログラムの多様tEl､いわゆる様々fj:対象分野や対象省をカバーするプログラム

が提イ)もされているという点では､悦れているといえる｡JElLは t:.こしなければならないのは､

じ記の比較があくまで国毎に招牌 ･派遭プログラムの本数をノ巨体像として捕らえたもので

あり､個々のプログラムの特徴を-g感に入れたものではIj:いO現に､.L節三溝Il:1別概要｣

にもあるとおり､米匝=こおいて､柑鴫のフェロ-ノノブ ･プログラムの本数は必ず しも多

いというわけではないO しかも̀学者 ･Uf究名､博 t談楳':JfJ上に限るとフルブライ ト･プロ

グラムが中心である｡

プラ/スの招聴 ･派退プログラムを見ると､メディア交流も含め､かなり多岐にわたる

プログラムがLFl.:供されている｡芸術血では150名を国や地域を限定せず派避 し､そのうち

E]本挫j係も1割近 く占めていた.また､AFAAによる派避プログラム (7-ティス ト･

イン･レ/デンス .プログラム)が毎年 -k'の採用枠をEl木向けに確保 しており､日本と

の交流に力を入れていることも特記すべき11｢抗であるO

カナダの招1持.派過プログラムは全体的に対象分野や対象者を持足 しないものが多かっ

たO相構プログラムにおいて､近年H本則係の採Jlは<絹があるものは政府奨学金のみであっ

た｡さらに派並プログラムは親争率のlT,'JL､プログラムが多く､カナダ人の日本研究名が支

援されたという尖鋭は乏しかった｡



3 趣旨から見る海外プDグラム比較 (10カ国におけるフェローシップ対象者層の比較分析)

それでは､各円のプログラムはどのような趣吊でプログラムを運う当しているのであろう

か｡今回､国際交流基金がrTった調査で雑的されたデータを見ると､各プログラムとも

｢対象者炉i｣がホされている｡そこでこの対象者層を各プログラムの趣旨とみなし､loヵ

国における招聴 ･派遣プログラムの対象者別総数を比較し､世界的な トレンド把握を武み

たo

Jf表で明らかなように､研究者 ･博士論文執二接着対象のプログラムはほぼ全ての国に存

在する-jTで､芸術関係者向けのプログラム数を比較すると欧米諸国 (35)とアジア諸国

(ll)の間に大きな差が見られた｡大学院博士課程向けのプログラムは韓国 (ll)､ ドイツ

(10)､ 米国 (9)､フラ/ス (9)などで多く提供されていた.実朝者 ･政府職旦向けの

プログラムはフランス､カナダ､ブラジル､輔BJには存在 しなかった｡

米国では､ジャーナリストが政府からの資金を受給することに対する自己規制か強いた

め､ハーバー ド大学二ュ-マン･フェロ-ノッブ (年rZW採用人数 25名標JB:)とフルブラ

イト･ジャーナリスト.プログラム (年間採用人数 3名程度)が主たるジャ-ナリスト

向けのプログラムであっ1Lo

英国では､アーツ･カウンシルやプリティッソユ･カウンシルが提供する奨学金プログ

ラムか中心であり､｢フェローノッブ｣という名称でのプログラムは少ない｡プリティy

ソユ･カウンゾルのChevenlngScholarshlPProgrammeは英l司政府の外交戦略に沿って

若手の指導者養成をFl的とし､戊も権威のあるプログラムとして世界的に知られている｡

国際交流基金や大和El英国際交流基金の日本関係プログラムがいわゆるフェローソyプと

銘打っているOこれは､EI本と英I末日こおける ｢フェローノッブ｣の解釈､定鹿の違いを皮

映したものかもしれないC

韓【司では､搾取プログラムの殆どが斡国学 (矧司研死 人文 ･社会)を奨助するもので

あることと､研究者向けのフェローノッブ給付額が十分ではないことが指摘される｡また

KoreaFoundatlOnの各様プログラム (Jiとして学者 ･研究者向け)と韓国政府招請外国

人奨>P生制度は､フェローノッブとしての実横かあるが､共に給付硯が十分でないことが

指摘される｡文化 ･芸術関係､ジャーナリストを対象としたフェローノッブ･プログラム

は少ない｡

中国では､研究者対象と博上論文執聾者対象の派避プログラムがそれぞれ 1本ずつ､招

聴プログラムが同様に1本ずつ用恋されているが､いずれも中国政府によるものである｡

派延プログラムの中国国家留学基金助成を利用 し昨年度3,025名が海外で研究 ･研修をお

こち:った｡また､中国政府奨学金は中国での研究 ･研修をするフェローを支援する招碑プ

ログラムで､年間採用人数は約6,000人と規模が大きい｡この人数を比較すると中国は招

稗に力を入れていることがわかる｡

タイにおける派近プログラムはタイ政府奨学金のみであるが高校留学から博士課持何字

まで範囲は広い.｢第三着国別概要｣の報告によるとこのプログラムでEl本に留学した高

校から博士課程までの合計人数は2002年度で546人であったo

以上をまとめると､フェローソyプ･プログラムにグローバル ･スタンダー ド的1J:傾向

が見受けられる｡まず研究半､博士課程論文執識者を対象とした学術研究分野のプログラ

ムを各国とも優先的に充実させていることが挙げられる (2項目合計で全体の約582%)o

言い換えると､若手研究者の育成がフェローシップ･プログラムの趣旨としてはもっとも

ポピュラーなものであるとこ.Jう串が出来るO次に多数実施されているのか､芸術関係の若
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手育成や交流に関するプログラム (178%)である｡それに比して､実務者 ･政府関係職

負 (84%)､文化関係者 (84%)､ジャーナリス ト (73%)の数は少ない｡今後は学術研

究分野だけでなく､これらの分野でのプログラムの充実が望まれるところではあるが､ジャー

ナリス ト向けのプログラムに関しては､資金受給に関する規制や制約が多いのも事実であ

り､各国とも短期的にプログラム故を増やすことは困難かと思われる｡この種のプログラ

ムの促進については運営上の特別な配慮 (法的免償や関係機関の理解)が必要とlj:る｡

データシー トから見る海外の対象者別プログラム本数 (招碑 ･派連合計)

国 名 研 究 博 士 芸 術 キ ジ ャー 文 化 合 計

米 国 22 9 ILL 15 8 9 77

フランス 14 9 6 0 1 030

カ ナ ダ f1 6 8 0 0 1 20

ド イ ツ 15 10 3 1◆ 2 1 20

英 国 3 2 4 1 り 2 14

ブラジル 8 6 5 0 0 2 21

韓 国 7 ､11 1 0 6 3 28

タ イ 2 2 1 2 1 2 10.

中 国 2 2 0 1 0 1 6

日 本 24 7 8 5 3 3 50

〔基 金〕 ⊥1い 〔2) 〔3〕 〔3〕 〔2) 〔1) 〔22〕

()内数は庖際交流基金のプログラム数を内敦で示す｡
募集対象者
研 死 学者.研死者
博 士 t8士独文執筆者･博士ぢ取得希望者 (大学院博j_課程故郷以上)

芸 術 画家.音楽家.彫刻家.作家･舞台妨出家･映画史督･批評家
突 抜 政府横側スタッフ(議員スタッフを含む)･民間非営利EZl体スタッフ･法絆噂門家
ジャ- ジャーナl)スト

文 化 文化関係者fll家 (学芸見､文化財専門家､司TLq等)

ij一 蒼 対象者が頚数分野に存在する助合､中吉書可能な分野ごとに7'Tjグラム本数を教えている｡
またデ- タ/-トでキャリア不問とある場合は対象者眉ごとにプログラム本数を数えて

いる｡

4 2匡順ヨ(日本と特定国問)のバイラテラル比較 (知約 ･人的交流における日本と各国

の関係についての比較分析)

日本とある国の2国間において､招聡 ･派遣の両面か ら､お互いに相手国を対象と

したプログラムの本数､採用人数等を比較することにより､知的 ･人的交流における

日本と各国の関係について比較分析を試みる｡この比重受分析により､日本あるいは当

該国が双方に相手国をパー トナーとして外交政策上との程度重要視 しているか､また

当該国における招聡 .派遜プログラムの地域格差などが見えてくると思われる｡

･ドイツーEI本 両国において､研究者を対象にお互いの国を特定 した派遣プログラム

があるO但 し､プログラム本数は少なく､また需要 も商いとはいえないのか現状であ

る｡実練のあるプログラムとしては､DAAD､ ドイツ日本文化研究所､El本学術振
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照会など公的な機関によるものであるO-部で国際交流基金や文化庁による芸術家向

けのプログラムは存在するものの､文化関係専門家､実務家を対象として両国での交

流に英紙を持つプログラムは少ないO

タイー日本 両国間で双方の国を特定した招聴 ･派遣プログラムは存在しない｡タイ

からの訪El目的を見ると､ほとんどが研究 ･調査で来Elするタイ人のために用意され

たプログラムであり､国際交流基金等日本側の政府関連機附からのフェロ-シップあ

るいは奨学金受給者として招哨されているD｢第三草国別概要｣の報告にもあるとお

り､帰国後政界､官庁､大学､研究機関等の要職についているものも多い｡一方､日

本からはアジアを派遣対象とするプログラムが多数存在するかタイを特定の対象国と

しているものはない,

交流を目的とするフェローシyプ･プログラムは少fj:いようであるOまた英国から日

本への招特プログラムである大和日英基金を除いて､両国間で双方の国を特定 した

招聴 ･派遣プログラムは存在しない｡前述のとおり､ブリティッシュ･カウンシルの

ChevemngScholarshipProgrammeや大和日英基金などが両国の交流の中心である

が､共に採用人数等は明らかではない｡

るものの両国間で双方の国を特定した招聴 ･派遣プログラムは存在しないoただし､

日本側で都道府県矧 こよるEl系子弟を対象とした留学制度や技術研修制度等のプログ

ラムがあり､毎年100人強の若者が招聴されているOこのプログラムでは工学 ･テク

ノロジー分野が多い｡ブラジル側の派遣プログラムでは､日本関係の採用は非常に少

ないため､日本での研究や芸術活動を希望する者は､国際交流基金のプログラム (ブ

ラジルを特定してはいないが)に頼るケースが多い｡日本関連プログラムとしての独

自性は高い｡

カナダ-EI本 両国lliIで双方の国を特定した招噂 ･派遥プログラムは存在しない｡カ

ナダ側では派遣プログラムとしてカナダ社会 ･人文科学研究協議会 (SSRC)やカナ

ダ ･カウンシルなどが運営するものがあるが､日本関連の採用件数は少ない｡招聡プ

ログラムとしては､El本関係の採用実績があるのはカナダ政肘奨学金のみである｡一

方､日本側のプログラムとしては､カナダを特定してはいないが､国際交流益金のプ

ログラムが研究者､芸術家等のフェローを招聴している実漁があり､EI本関連プログ

ラムとしての独自性は顕著であり､かつEl本に特化したプログラムとしてのニーズも

高い｡

中国一日本 両国間で双方の国を特定した招聡 ･派遣プログラムは存在しない｡ しか

し､日本側のプログラムを見ると､松下国際財団､富士ゼロ)･クス小林節太郎記念基

金､アジアセンターなどで派適の実損を見ることがfii来るO招鴨では国際交流基金や

Lj本学術振興会､文化庁など政府系機関のプログラムで実崩がある｡前述のとおり中

国のプログラムは栢聴 .派適ともほぼ中国政府によるものである｡両国間では､日本

から中国へのフェローシップに比べて (すでに民間ベースを含め多種多様に存在)､

中国から日本へのフェローシップのほうが中国政府の高度人材賛成政策を反映して､

より重点がおかれている｡

米国一日本 両国間には双方の同を特定した招喝 ･派遣プログラムが多く存在し､お

互いを重要なパー トナーとして捉えていることがわかる｡2国間のプログラムを比較
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すると､米国が特に派遣プログラムを重視していることが分かるO対象者も研究者か

ら実務家まで幅広く､採用件数も多い｡日本だけでなくアジア向けの招聴 ･派漣プロ

グラムも多い｡プログラムの多様性や本数から世界規模で人的 ･知的な交流を展開し

ていることかわかるO一方El本側のプログラムも､日米教育委点会､EI米センターな

どがアメリカを特定して招鴨 ･派遣プログラムを実施 している｡｢第三輩国別概要｣
の報告にもあるとおり､プログラムの本数もさることながら､提供する資金量を増加

させることが今後の課超となる｡

･韓国IEl本 日本側のプログラムを見るとEl韓文化交流基金ti:ど韓国を特定した柑哨 ･

派適プログラムを提供し､アジア諸国向けのプログラムで実前かあるのに対し､韓国

側のプログラムでは､日本特定したものは見当たらない.｢第三茸国別概要｣の報告

にもあるとおり､研究者向け0)プログラムにおいて給付朝か低いこと､ジャーナリス

ト向けの完全公募制プログラムの数は少ないことが指摘されている.両国間の交流を

促進するためにも､双方を特定したジャーナリスト､文化 ･芸術関係者､実務家向け

のプログラムが求められる｡

･フランスーEr本 フランス側は､AFAA(AssoclaCIOnFrancalSed■ActlOnArtlStlque)

やルノ-財団が日本を特定した招聡 ･派遣プログラムを用意し研究者､芸術家の交流

を促進しているのに対し､日本側には､フランスを特定したプログラムが存在しない｡

しかし､研究者については大学間交流協定に基づく交換プログラムがかなり充実して

きている｡｢第三章各国別概要｣の報賃にもあるが､両国間の文化関係者の交流を深

めるプログラムの開発か求められているD

(荏)次京からの2匡】間 (El本と諸外国)比較分析について マトリックスでは､対象者

別 (研究者 ･博士課程 ･芸術家 ･実務家 ･I/ヤーナリス ト)に各国のプログラムを分類

し､2国間の国際的fit知的 ･人的交流状況を示したOなお､ここでいう実務家とは､政

府機関スタ yフ (議員スタyフを含む)､民間非営利団体スタッフ､法律専門家等を意

味する｡
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日本一 ドイツ間①

(特定の 1国) 非 特 定

日本側のプ■□グラム 準準,

研究者 16.DAAD25.DAAD 日本学術振興会日本学術振興会世界銀行6】蘇交流基金

研究者(博士珠手呈)

芸術家 3.文化庁4,文化庁

実横家 24_世界銀行

ツ LヽD への

研究者 四陳交流基金tj本学術振興会日本学術振興会

研究者(博士課程) 7_匡】際交流基金

芸術家 1.文化庁

美禰家

海外新進芸術家摺れ事案 16博士珠程大学院生お 23JollltJapan/World
相叫フェD-ンツプ よび若手研究者が ド BallkGraduate

(7-ティスト･イン･レジ イツの大学あるいは ScholarshlPProgram

デノス) 研究所に留学するた くJJ/WBGSPI

新進芸術家海外留学制度 めの奨学金 24JolntJapan/World
新進芸術家簿外留学制度 18外国人特別研究旦 BankGr8du8t8

招特フェローソツプ 19外包人特別研究旦 SchoIarShlPProgram
(芸術家) 20外四人相恥研究者 (JJ/W8GSP)
油斡7ェE)-ンツプ (短期 ･長期) 25日本人研究者のため

(学者･研究者) 21特定国派it研究者

招鞘フェローソツナ 22海外特別研究鼻

(博士姶文執筆者)

ドイツ日本研究所

博士号取得のための奨学金

日本学術振興会

外国人研究書のためのポ

ストドクター･フェロ-ソツ1

-ニ7--

の 1-3ヶ月の短期

研究滞在

26派謹7ェE)-ソツプ

(芸術家)

27派遣フェD-シップ

(学者 ･研究者)



日本一ドイツ間②

(特定の 1回) 非 特 定

ドイツ側のプログラム :bIも=- 準 ( ;:;[. 全域への漁連

研究者 13.4_9.14_15_17,砺振興民族学術財団財団

研究者(博士球種)

芸術家

実務家

相野

研究者 12561I

研究者(博士珠程) 財EZ]

芸術家

実塀家

1研究奨学金

3秀才育成

9フンボルト研究奨学金
プログラム

11外国における研究活動

13フリードリヒ･ナウマン財

田才能支媒

17フォルクスワーゲン財田】

奨学金

2博士蛤文支援､学問
支援

5 (a)外国人研究者のため

の奨学金プログラム

(b)博士輪文執筆の軸
12外国人大卒者のため

の!建学金

14大卒者のための学問

振興
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4八二エル襲学会プE3

グラム

6ハインリヒ･ヘルツ

財団異学金

15博士頓程後期若手研

究者のための研究奨

学金



E]本-タイ間(む

(特定の 1匹】) 非 特 定

日本側のプDグラム

小の派iI への燕止- .請

研究者

節太郎記念基金

8.松下国際財団7.日本財EZl 9_世界銀行20.国際交流基金

研究者(博士様程) 7.日本財EZl

吏精麦 7.日本財Eg] 10.世界板行

の甲車 庫 .....,.韓 への招坤

研究者

17.国帝交流基金

研究者(博士珠権)

芸術家
12_文化庁

16.四隣交流基金

実務家 7p_EI本財田7p_EI本財田

1海外特別研究鼻

2外四人特別研究員

3外国人格璃研究者

4特定国派iB研究者

5独文f*士号取得希書

に対する支援事業

6 小林フェD-シップ

7 El本財団7ジ7 ･フェ
ローシップ

8松下7ジ7スカラソツプ

JolntJ8Pane/World
BankGraduate

Schol8rShlPProgram

JointJ8Pane/World

B8nkGraduate

ScholarshlPProgram

海外新進芸術家招叩事案

優秀指i#舌特別指導形成

新進芸術家海外留学制圧

新進芸術家海外留学制度

次世 代 リーダーフェ

E)-シyプ

招碑7ェD-ンノブ(7-

ティスト イン･レジデンス)
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17招叩フェE)- シyプ

(学者 ･研究書)

18招叫7ェE)-シップ

(SGR)

19招韓フェロ- シップ

(f8士独文執筆者)

20派i土フェE)-シップ

(学者 ･研究者)

21派iiフェローシ ップ

(S##)



日本一タイ間②

非 特 定
(特定の1国)

タイ側のプログラム 巨 !から7.ヲア↑の甲 ↑Iの耕 一

研究者

研究者(博士提提) 1.タイ政府

芸術家

実務家

研究者

研究者(博士吉果程)

芸術家

菓持家

lジ十一ナリスト

-30-



日本一イギリス問(》

非 特 定
(書寺定の 1匡】)

∴準? ≡__派辻 日本からイ半.Ji含む i

研究者 6_世界鈍行

研究者(博士扶程)

芸術家 10.文化庁ll.文化庁

.実樵家 7.世界銀行

プログラム _や† 和書一

研究者 1&大和日英基金 13.EEL酸交流基金

研究者(博士裸程)

芸術家 8.文化庁9.文化庁

実株家

1海外特別研究Ji

2外国人特別研究員

3外国人特別研究見

4外国人相碑研究者

5特定国派it研究者

6JolntJapane/World
B8nkGraduate

Schol8rShlPProgram

7JontJapane/World
B8nkGraduate

ScholarshlPProgram

滞外新進芸術家招時事異

食秀棺再考特別指萌形成

新進芸紡毛海外留学制度

新進芸術家海外留学制度

招柵7ェE]-ソノブ(7-ティ

スト･イン･レジデンス)

招隅フェE)-シyプ

(学者 .研究者)

招柵7ェD-シップ

(芸術家)

招熊フェD-シyプ

(t書士地文執手書)

16派iLフェE1-シップ

(学者 ･研究者)

17派iiフェD-シップ

(芸術家)

18大和】スカラーシ,プ

DalVVaSchDlashlp



日本一イギリス間(参

(特定の 1国) 非 特 定

研究者
Trust

研究者(博士評程)

芸術家 1.ThN02.WalntLesArts

実棟衣

1･日本からイギリスぺの,紹碑 7'ジてからイギリズヘラの細野 ･イギ スへの相帯

研究者 18_大和El英基金 4.T

芸術家

実油豪

Ilnternat10naIResldBnCY 2 lnterRecce (仙ales 3 Gr8ntSfortheArts

AwardsScheme Self- ArtslntBrnatlOn81) (ArtsCouncl‖≡ngrand)

8rr8ngedlnternatlOtlaI 5Ac8demlCNetvJOrks 6 JournallSm Tralnglng

Rosrdencpes (TheL8VerhulmeTrust) ′StudyAward

4 Chevoln9ScholarshlP

Programme

(TheBrltLShCouncll)

-32-

(atGreenCollege,

0〉(fordUnLVerSlty)



日本一ブラジル間①

非 特 定
(特定の1匹け

日本側の7°□グラム 1J三.i_._. ∩_*準._i.. p車準_,_

研究者 5.世界銀行

研究者(博士環程)

芸術家 9_文化庁10_文化庁

実戦蒙 6_世界扱行

】iiJ_-.- 1 Fブラ ジルを含む全BF:相野 _,.頭相 から日本への好印

研究者 231 日本学術振興会El本学術壬環興全国蘇交流基金

研究者(博士環程)

芸術家 7_文化庁8.文化庁

実務家

家

外国人特別研究員

外国人相隅研究者

特定E]派ii研究者

JolntJapBne/World
BankGraduate

Scho18rSh】pProgram
JolntJapane′World
BankGraduate

Scholz)rshlPProgram

海外新進芸術家相印

書集

廉売指尊者特別f旨# 15滴i王フェE)-シップ

形戒 (学者 ･研究者)

新進芸術家海外留学 18派達フェE)-シップ

制度

10新進芸術家海外留学

制度

11招隅フェE)-シyプ

(アーティスト･イン

レジデンス)

12相補フェロ-シップ

(学者 ･研究者)

13招PIフェE3-シップ

(芸術家)

14招印フェl3-シップ

(博士輸文執筆者)

～33-

(芸術家)



日本一ブラジル間②

- (特定の lEg) 非 特 定

プログラム 日本への派iI ブ ラや.準きit

研究者 135678912I 777サササブブプ

研究者(博士!軍規) 211 ブ77

芸術家 11111 ∨77∨ブ e財田e財団

実秩薮

日本かナラジjL,への相和 招熊

研究者 〟

研究者(1事士螺提)

芸帝京

乗務家

ProgramsdcBols88 PartlCIPaCaOEl¶【vento15E】ols8SVltaeDeMusICa
NoExt8rIOr/ NoExtenor-Fapesp16Bols8SVltaeDBArtes
Doutorado-CaFN}S gProgr8made8ols817BolsaVlrtuOSe

ProgT8rTladebalsa NoExter10r/ 18ProgramaDoDlfus80Cu

NoExtenor/ AFN)rFelCO8mOntO/ concessaoDePさSSagenS

Progr8madeBolsa10Progr8m8由BoEsLINo
NoExterl0r/I-St8910 Exte‖or/Doutorado
戸os-doutoraトCaFXS S8ndulCheICNPq
ProgramadeBolsallPrograrTladeBolsa
NoExterl0r/Capes NoExtQnOr/
Mestrado-EspecldlLZa Doutorbdo-CNPq
Cao-Graduacao 12Progran18d8Bolsa
PartIC川)aCaEm NoExterIOr/Pos-
EventoNoExtorIOr DoutoradoICNPq
-CaPeS 13ProgranadeBols8
Progrbmad88dsa NoExtenor/Eslagl0

NoExterl0(/Fapesp Scn10rCNPq
PTOgran18deBolsa14Programad8
NoExterIOr/Fapesp ApeTlelCOarnentOEJTI
PesqulSa-Pq-Ex AriesrbExLerKr-Capes

- 34-



日本一カナダ間①

瀬iI.招叩国特定 A
(書寺定の 1四)

日本側のプログラム JIJ)や 全域へ申派iI

研究者 6.世界銀行17.国際交流基金

研究者(博士球種)

芸術家 10_文化庁ll.文化庁

t 7.世界銀行

iJ.分.∴. :への招耗

研究者 13.国防交流基金

研究者(fS士操控) 16.国際交流基金

芸術家 8.文化庁9.文化庁12.国際交流基金14.凶隙交流基金

巣株安

1海外特別 2外E)人特別研究員

研究鼻 3外四人特別研究員

4外国人招璃研究者

5特定B)派iI研究者

6 JolntJ8P8ne/World
BankGraduate

SGho】arshlPProgram

7 JolntJap8ne/World
BankGraduate

Scholarsh】pPr()gram
8海外新進芸術家相叩

事業

9便乗指導書特別指導
形成

10新進芸術家海外留学

■■Jal

11薪i匡芸術家海外留学

制度

12招恥フェE3-シ7プ

(アーティスト･イン･

レジデンス)

13招印フェローシップ

(学者 ･研究者)

14招鴇フェロ-シップ

(芸術家)

15招印フェローシップ

(短期フェローンツブ)

-35-

16招碑フェE3-シップ

(博士韻文執筆者)

17滴iiフェE)-シップ

(学者 ･研究者)

18iJRitフェローシップ

(芸術家)



日本一カナダ間(参

非 特 定
(特定の1国)

__3 硬さya)派iL__a

研究者

研究者(博士株程)

芸術家 5.Canada6.lLeC8n87.Th一Canad8.Th}Canadg.Th○Coun10_TheCou12.EEkabetJ1Found∂tbd8CotJnCIIfortcldfortheArtndHortheArlGreQnShieldsn heArlShoArlseArLsheArTSiS

実検家

王:L .

研究者 forCCS)forCCS)forCCS)_forCCS)Cb19.tntC8nadiaernatnadianStudiBSion8lCounnStudies

研究者(博士棟程) forCCS)forCCS)forCCS)Canadia15.lntem8tC8n8dianStudi8S(nStLIdies(

芸術家

1SSHRCDoct()/alFe"owshIPS gGr8ntStOThoatreArtIStS17FacultYEnrLChr㈹nt
2JArmandElomb8rdler 10GrantsToProf8SSl0nal AwardProgram

rnternatlOnalFcllowshlP ArtlStS-VISUalArts 18NatIOnaPC叩Ltal
3VISCmnt8enett8Fe"owshlP11GrantsforProfess10naI ResearchSchol8rShlP
4SSHRCPostdoctordFerEowshLP WrLt8rS(CroatlV8Wntlnd)19C8n8da-AsI8P8ClflC
5GrantsToDanc8Profesiのnals12EllZ8bethGreenshlelds Awards
8Gr8ntSToFElm8ndVl血〉AmsIS FellowshIP
7GTantStOトIBYIMedlaandAudl013Graduat書StLJdentSchlarshIPS
ATtlStSResoarchGrants
Gr帥tStOProfesslO佃I
MusICl8nS(Cl8SSlCal
MusICGr8ntS&Norl-
CbSSICalmusICGrants)

Doclor8lStudontR8S8arCh
FacultyResearchAward
Progr'8m

- 36-



日本一中国問(か

(特定の1回) 派ll.招韓地域特定 非 特 定

日本側のプログラム + 二_- !研究者 y,こ</

8.世界圭艮行

研究者(博士喋事量) 書己念基金

芸術家 12.文 化 庁13_文化庁

実株家

1-,> ･∴アジア靖国から8本へ :̀中国を含む全域から日

坤 や 本への碍tt

研究者

研究者(博士l里程)

芸術家 10.文化庁ll.文化庁

実埼家

1海外特別研究員

2外国人特別研究鼻

3外国人招噂研究者

4特定国派辻研究者

5翰文博士号取持希書

に対する支援事業

6小林フェローシップ

7松下7ジ7スカラシyプ

8 JolntJapanO/World
BankGraduate

ScholarShEPProgram

JolntJ8P8ne/World
BankGradLlat8

SchobrShlPProgram

海外新進芸術家相時
事美

食秀指導者特別指ミ事
形成

新進芸術家海外留学
制度

新進芸術家海外留学

制度

次世代リーダーフェ

ローシップ

招鞘フェローシップ

(アーティスト･イン･

レジデンス)

招叩フェローシップ

(学者 ･研究者)

-37-

17招特フェD-シップ

(芸術家)

18招印フェE)-ソツプ

(博士始文執筆者)

19派汝7ェE)-ンツプ

(学者 ･研究者)

20派遣フェローソツプ

(芸術家)



日本一中国間②

非 特 定
.(特定のltil)

中国仰)のプログラム 東 ＼ -_.への派iI

研究者 理憂え会

研究書(tf士標柱)

芸術家

実株家

～-中国への相冊 p

研究者

研究者(博士坪程) 理香JL会

芸術象

美校象

1中国国家留学基金助成 2中E]政府奨学金



日本-7メリカ間(令

派i土.招神国特定 非 特 定
(特定の lEZ)

E3本L朋のプログラム 日本からアメ リカ'J,A派iI L 全域への派iI

研究者 15.世界銀行23.匡一際交流基金25.国際交流基金

ll_E)米教育委鼻=

研究者(博士王果事呈)

芸術家 1【I.文化庁8.文化庁

実塀家 ー618国際交流基金国麻交流基金 14.世界銀行

71 日米教育軍A会6]麻交流基金

7メ Luか を含 む全 域か

楚Pr.～_ 管 ら日本への招頼.

研究者 18.回除交流基金

研究者(博士甥程) 19.四辞交流基金

辛 9.文化庁13文化庁22.国際交流基金

夷持家

海外特別研究Ji 13湾外新進芸術家相巾事業 23派⊃書フェE)-ソノブ

外国人特別研究A 14JolntJapan/WorldBank (学者 ･研究者)
外四人特別研究A(欧米) Gr8duatBSchol8rShJP 24派i17ェE)-ソノブ

外61人緒71研究者(短期.長期) pr()gram (JJ/WBGSP) (芸術家)

特定皿派itFF究者 15JolntJ8Pan/Wor】dBank 25小詞フェローシップ

フルブライト実学金大学醜f8 GreduatBSch｡brShlP
士II文研究1°グラム Program (JJ/WBGSP)
フルブライト奨学金ジ十- 16日兼センターNPOフェロ-ソ}ブ
ナリストプE)グラム 17招†!7ェE]-ンyプ

新進芸術家海外留学制度 (短期フェローシップ)
BE策指導者特別仔i*助成 18El兼センター安括フェローノッブ
新進芸術家海外留学DJ虎 19招博フェローソヅプ

フルブライ ト奨学金研 (ft士堵文執筆者)

究JLプE)グラム 20招隅フェD-ソツプ

小林フェローンツプ (学者 ･研究書)

21紹印フェD-ンyプ
(芸術家)

22棺flフ=O-ソ,プ (7-

ティスト イ/･レンアンス)

-39-



日本一アメリカ間②-1

､(特定の 1国) 非 特 定

7メリ力僻のプログラム 7メ_些 事 ､ら日本人Jd)や十 十

研究者
13.22_｣28_

nSociety

ncil8ndtricanCcunedSOciti of

研究者(博士は程) 7.ll CrAd cod Education tionatanctldforAnth8 needisual

ArtsneedArts

芸術家 Exchange25.J8PanUnDfSch○l8rS

J C.

実株家 15. eDfScholars

ー9.22_24. AffairsonForOignSociety

l5.23.J

-40-



日本一アメリカ間②-2

非 特 定
(特定の 1国)

7メリ力側のプログラム 白木から7メ存P!(団体名) 力へゐ

研究者 lCounci.Stims

onCenter 17.CouncExcha18,CouncExchaEdUc826.JOhnlion

研究者(焦土株程)

芸術家

Stu

EXC18.CounE九c

実横家 C○nt○r 17.COuExc

Exc

C8ntOr

AsIZ)nArtElndRelIg旧nFellow
FordFく〉UndatIOnFdlowshlPProgrzlrTI
Hum8nltlCSFeIIoWshlP
JLlPan-UnltedSt8teSArtsProgram
StzlrTFoLInddt1011FeHowshlPProgram
AslanCultur8lCouncllResldencyProor8m
Theltteson FeHowstllP
Pr8doctorBIFeHowshlPProgramforTravelAbroad

TheFroseSenl0rFellowshlP
Th8AndrovJWMeHonFollowshIP
St8rrFoLNTd8tlCnVISltlngSemorRese8rChFoHOVJShlP
FultbrlghtTrzldltlOnalScholarProgr一一m
FuILbrlghtSen10rSp8CILHlStSProgr8m
FultbrlghtTrzldltlOnalScholarPr(
FuILbrlghtSen10rSp8CILHlStSPro匂
FuHbr19htNewCenturySchoIElrS
F=uHbrlghtlrlternatIOnZllEdLICbtlOn
F=uHbrlghtVISltlngSchobr
WorldwldoFul】bnghtSchol8r
lntern8tlOn8lAff81rSFeHovJShIPlnJapan
FullbnghtSchol8rNon-US

J叩anSoclelyLocalGoyerrlrTlent上nd
USIJJIPanMedlaF:oundzltl0nMedは
NIChlbeIPathflndln9 0pp
US/J叩anCreatlVO ArtlStS

MIkeMansfleldFellowshlPS
JSPSPostdoctorBIFQHowshIP
VISttlnOJapdrIOSeSJBCunlY
NlerTT帥 FeHowshlF)

- 41-



日本一韓国間(む

l 非 特 定
(特定の lEZl)

日本側のプログラム .L洩一.ヾ J の派'ii の巧iI

研究者 節太郎!己念基金8_松下国防財田 2 B本学術振興会日本学術振興会世界銀行国際交流基金

研究者(博士珠程)

芸術家 14_文化庁ー3.文化庁

美禰家 10.世界銀行

17ジ7祐6)から日本へ _LT)や■ 本への福耳ー

研究者 1 E]本学術振興会El本学術振興会国際交流基金

研究者(博士環程) 19.四瞭交流基金

芸術家 ll.文化庁12_文化庁

実頼家

1海外特別研究長 9

2外国人特別研究具

3 外四人招噂研究者

4特定国派溝研究者 10

5徐文博士号取繕希者

に対する支援事業

6 日嫌文化交流基金紹 11

耳書フェローシ ッ7'､ 12

派⊃暮フェlj-ソツプ 13

JolntJapane/World
BankGraduat㊤

SchoJarshlPPrograrn

JolntJapano/World
BankGraduate

ScholarshIPProgr8rn
海外新進芸術家相弼事業

優秀指事者特別指導形成

新進芸硫安海外留学制度

17招碑フェD-シ ップ

(学者 ･研究者)

18 招斡フェローン yプ

(芸術家)

19招碑フェローン yプ

(博士喰文執筆者)

2(】派1丘フIE)-シ ップ

(学者 ･研究者)

21派i土フェローシ ップ

7小林フェロ-ソツプ 14fr進芸砺宏海外留学制度 (芸術家)

8松下アジ7スカラン-Jブ 15次世代リーダーフェ

E)-シップ

16 招碑フェローシ ップ

(アーティスト･イン･

レジデンス)



日本一韓国間(診

非 特 定
(特定の 1四)

韓国側のプログラム 一手.. .IL.9派iI

研究者 i3519圭i四学術支穣事果柵国高等赦育財団

研究者(博士枝程) 2416韓国高等教育財EEl大山文化財EZl匡順!教育振興暁

芸術家

実務家

周ぺの相碑

研究者

(21)廷世大学

研究者(博士課榛)

芸術家

実精麦

1 海外輪国学支捷事業

沖国籍指定なし

2海外留学奨学制度

3東洋学研究奨学制度

4 牡El文学書攻大学戻受苧金

韓国接指定なし

5救援海外研究支l菱事

業枠EI甘指定なし

6匹】外留学生学食

7文化芸術海外交流支援

韓国籍指定なし

8一般海外研修

9海外研修

10!吾学研tF

ll書ta人海外研佳フェ

D-シップ

12海外官給人研修

134Itil桔研修フェD-
シップ

14滞Jl研究71ローンノブ

15や四学専攻大学院生異学制度

16大韓民国政府招El外

匡】人王廷学生

17外邑学生回内留学支捷事美

188本人留学生奨学生tは

1g博士後斯鉄柱7ェEトンyブ

韓国措指定なし

20王鏡学者研究支鐘

zi外国やE)研究者支援

(海外での研究活動を支嬢)

(21)外匡】人博士後研究且

研究支捜事業

(廷せ大学)

(22)万一崇7ェE)-シップ



日本一フランス問(彰

(特定の1Eg) 非 特 定

日本側のプE3グラム F∫ 派汝 h 域への派】暮

研究者 I 日本学術振興会世界銀行四隣交流基金

研究者(t8士排程)l

芸術家 ー0_文化庁ll.文化庁

実持家 7.世界銀行

浩の

招柵 .一,甲粥

研究者

研究者(博士珠程)

芸術家

実秩薮 8,文化庁9.文化庁

1海外特別研究具

2 外国人特別研究且

3外国人特別研究員

4外国人相PI研究者

5特定国派ii研究者

6JolntJapane′Worrd
BzlnkGraduate

SchoLarshlPProgram
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